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会 議 開 催 結 果 

１ 会議の名称 第１回砥部町社会教育委員会 

２ 開催日時 令和６年９月 30日（月）１９時から 

３ 開催場所 砥部町中央公民館 ２階 会議室１ 

４ 審議等事項 

協議事項 

（１）社会教育事業における課題について 

 ・社会教育係事業 

  「ボランティアリーダー養成事業」 

 ・文化スポーツ係事業「砥部焼の歴史調査研究」 

 ・公民館係事業「芸術文化フェスタ」 

 ・ひろた交流センター事業「地域間交流事業（カレー昼食会）」 

（２）その他 

５ 出席者名 

【委 員】太田由美子・前田眞・曽我部功一郎・垂水晴香・ 

敷村一元・山下𠮷信・堀江直美・町田忠司・ 

廣瀨美和子・野村りえ 

（10名全員出席） 

【教育長】大江 章吾 

【事務局】山本 勝彦（社会教育課長） 

上本 隆弘（社会教育課長補佐） 

瀬川  徹（社会教育係長） 

松下 寛志（公民館長） 

藤岡  毅（ひろた交流センター長） 

６ 公開又は非公開の別 公開 

７ 非公開の別 － 

８ 傍聴人数 ０人 

９ 所管課 
砥部町教育委員会 社会教育課 

電話 ９６２－５９５２ 
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第１回砥部町社会教育委員会会議録（要旨） 

発言者 発言内容 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

開会宣言 

 

会長あいさつ 

 

これからの議事の進行は、砥部町社会教育委員会議規則第２条第３項によ

り、「会長は、会議を主宰する。」と規定されていますので、太田会長にお願

いします。 

 

「社会教育事業における課題について」を議題とします。まず、社会教育

係事業について事務局より説明をお願いします。 

 

【社会教育事業における課題について】 

（社会教育係事業） 

資料を基に説明 

 

ただいまの事務局の説明について、ご意見・ご質問等ありますか。 

 

ボランティアリーダー養成事業で７月に「砥部町巡り」をされたというこ

とですが、どんなところに行かれたのですか。 

 

陶芸創作館に行って絵付け体験をしたり、断層公園に行ったりしました。

町出身の参加者がほとんどいないため、比較的有名なところを訪れたイメー

ジです。 

 

仙波渓谷でのシャワートレッキングとはどんな活動ですか。 

 

川に入って遊ぶ、沢登りのことです。台風の影響で実施ができませんでし

た。 

 

養成した子が卒業した後、関わりはありますか。あと、申込があった全員

を受け入れているのですか。主体性というのはやりながら身に付くという考

えではないでしょうか。 

 

卒業された方との関わりは、たまに「とべの里冒険クラブ」に手伝いに来

てもらうくらいです。次に申込者の受入ですが、予算の都合があるので必ず

という訳ではありませんが、今までは全員受け入れています。主体性のお話

ですが、やりながら身につくというのはその通りだと思いますが、そもそも
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委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

議長 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

申込後１回来て辞めてしまう子たちもある程度いますので、その点での課題

という認識です。 

 

今までに「とべの里冒険クラブ」に参加した小中学生が今度はボランティ

アリーダーになるといった循環が生まれたりはしていないですか。 

 

まだ実施開始から３年くらいしか経っていないため、まだありません。 

 

高校生・大学生になったらボランティアリーダーで戻ってきてほしいと言

った声掛けはされてますか。 

 

そこまで積極的に声掛けは行っていません。 

 

循環を生み出すような仕組みを作れると良いなと思います。 

 

インタープリター研修で外部講師を呼ばれているみたいですが、毎年して

いるんですか。 

 

インタープリター研修自体は昨年度から実施しています。 

 

以上でご意見はないようですので、社会教育係事業については終わりま

す。 

続いて文化スポーツ係事業について議題とします。事務局より説明をお願

いします。 

 

（文化スポーツ係事業） 

資料を基に説明 

 

ただいまの事務局の説明について、ご意見・ご質問等ありますか。 

 

白水窯というのは有名なんですか。どこにあるんですか。 

 

50 年くらい前に実際に使っていた登り窯が現存していて、後世に残すた

めに調査ができる貴重な窯で、陶芸創作館の近くにあります。 

 

現在も砥部焼の販売をしているんですか。 

 

 白水窯さんと言って、砥部焼の窯元さんとして販売しています。現在、砥

部焼の歴史を研究するために、砥部焼の窯跡調査などを愛媛大学と共同で行
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委員 

 

事務局 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

っています。白水窯の調査はその一つで、今後、砥部焼の貴重な歴史遺産と

して保存活用したいと思っています。 

 

他の自治体で文化財保存活用地域計画を定めているところはありますか。 

 

最初に松野町が策定し、その後西予市、松山市が策定しており、県内で３自

治体になります。 

 

いつまでに策定するとかが決まっているのですか。 

 

義務化されている訳ではないので、それぞれの自治体が判断することにな

ります。 

 

計画でいうと文化財の保存と活用の面もということですよね。 

 

そうです。文化財がコアな人達だけのものでなく、町民にシビックプライ

ドを醸成するために、この計画が町づくりに資するというところを文化庁は

目指していると思っています。 

 

これは来年度策定するということですか。 

 

検討をしている段階で、具体的に何年度に策定するというのが決まってい

る訳ではありません。「砥部焼の歴史」の再編もあるので、様々な人にご意

見をいただいて、最終的なゴールである文化財保存活用計画の策定に向けて

どう進めて行くか、検討したいと考えています。 

 

計画を策定すると補助金等の予算も得られやすいと思いますので、策定す

ると良いと思います。 

 

社会体育施設として学校の体育館を貸出していると思いますが、バレーボ

ールのネットが古すぎて切れてしまっており、利用者から修繕できないもの

か多数声があがっています。 

 

バレーのネットを学校の授業で使うことはないため、学校側は壊れていて

も気づけません。 

 

学校の授業で使うことがないため、修繕が後回しになっているんじゃない

かと思いますが、お金を払って利用している以上、修繕してほしいなという

意見がたくさんあります。 
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事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

いつの時点のお話かということもありますが、砥部小と宮内小は今年度一

度は修繕しました。この会が終わった後、現状の詳しいお話を含めて、確認

させていただきたい。 

 

町内で実施している様々なスポーツ大会の話で、今は地域の人たちでチー

ムを作って実施していますが、若い人たちの間で自分たちでチームを作って

大会に出たいという意見が出ています。個人的には地域の交流や融和を目的

に開催しているもののため、少し主旨が違うと感じていますが、町側の意見

はどうでしょうか。 

 

町の事業として公費を投じて実施するというところで、委員さんがおっし

ゃられたとおり、地域の融和、分館活動の活性化を主眼としているため、自

由に誰とでも出れるというやり方とは一線を画すべきだと考えています。 

ただ、出場チームが減少してきているという問題については考えなければ

ならないので、お知恵をお貸しいただけばと思います。 

 

自分の地区も自分のところだけでは人を集められなくなってきており、近

隣の地区と合同で出たりしています。それはそれで、地区同士の付き合いも

できて、繋がりができて良いという面もあります。 

 

地区への組入りの問題もあって、区費を払っていないのに参加させるのは

どうかという意見もあったりして、そもそも組入りしていない人には声を掛

けないということがあります。 

 

スポーツがきっかけになって組入りをするという例もあり、こういう大会

が一役を担っているという側面はあると思います。ただ、その側面を重視し

て誰でもフリーに参加できるとしてしまうのは違うと思います。 

 

以上でご意見はないようですので、文化スポーツ係事業については終わり

ます。 

続いて公民館係事業について議題とします。事務局より説明をお願いしま

す。 

 

（公民館係事業） 

資料を基に説明 

 

ただいまの事務局の説明について、ご意見・ご質問等ありますか。 
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事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

委員 

 

 

発表会に参加させてもらったことがありますが、自分たちの発表が終わる

と帰ってしまって、人が少なくなって寂しい感じがしたのを覚えています。 

 

参加する団体には、他の団体の発表も見るようにお願いしています。また、

プログラムの組み方で解決できないかと検討をしましたが、あまり改善でき

ていないのが現状です。 

 

子どもたちの発表は多いですか。 

 

結構多いです。子どもか高齢者かというイメージで、中間の年齢層がほと

んどいない感じです。 

 

実施している当日、看板などの周知物があまりなく、実施していること自

体が伝わってないように感じます。 

 

バザーとかマルシェはやっていないんですか。 

 

以前は料理教室の方たちが協力して料理の提供をしていましたが、今は途

絶えてしまっています。 

 

伊予高校の文化祭に行った時にキッチンカーが出てて、結構にぎわってい

ました。やはり時間を掛けて楽しめる工夫が必要かなと思いますが、現状難

しいのでしょうか。 

 

以前、キッチンカーに来てもらったことがありましたが、やはり売り上げ

的に厳しいということで難しいようです。 

 

来週実施する中学校の運動会では初めてキッチンカーを呼ぶようにしま

した。有名な東温市の「いちご日和」さんに来てもらいますが、前売り券を

ほとんどの生徒が購入しているそうです。ネームバリューがあるとか、イン

スタ映えするとかいったお店を呼べると集客にも繋がると思います。 

 

「秋の砥部焼まつり」と同時開催というのは難しいんですか。 

 

今のところ検討していません。 

 

駐車場の問題があるため同時開催は難しいと思います。何かイベントをや

る時には駐車場をどう確保するのかも考えなければならないと思います。 
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事務局 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

議長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

砥部焼まつりと同時に開催していた時に、まつりと間違えて中央公民館に

来られる方が多く、駐車場の問題が発生したりしたのが、同時開催をやめた

理由です。 

 

対象が町民向けの催しと、広く一般に向けた催しでそもそも違うというこ

ともあると思います。 

 

 砥部焼まつりだけでも大渋滞がおきるので、同時開催は無理だと思いま

す。やはり、外で何かしら賑やかしをして滞在時間を確保するなど、外回り

で人を呼び込む工夫を検討していく必要があると感じます。 

 

 以上でご意見はないようですので、公民館係事業については終わります。 

続いてひろた交流センター事業について議題とします。事務局より説明を

お願いします。 

 

（ひろた交流センター事業） 

資料を基に説明 

 

ただいまの事務局の説明について、ご意見・ご質問等ありますか。 

 

 広田地域は、リーダー的な存在の方が多いイメージですが、次代のリーダ

ー育成みたいなことをやっているんですか。 

 

 若い方たちで作っている「元気ひろたを考える会」が、先進地の事例など

を調査・研究しながら活動しています。 

 

 先ほど説明のあった「地域間交流事業」にそういう方たちの参加というの

はあるんですか。 

 

 平日の昼間に開催しているため、参加できない現状があるので、開催日及

び時間帯については見直す必要があると感じています。 

 

 １食 300 円ということですが、65 歳以上と未就学児は無料にするとか、

そういったことを取り入れるのは難しいでしょうか。 

 

 今年度はゼロ予算のため難しいですが、今年度の実施状況を見て、継続し

て来年度も実施するということであれば、検討したいと思います。 

 

 参加できるのは広田の人だけでしょうか。 
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事務局 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

事務局 

 

 

 広田の人だけを対象にした事業です。 

 

 以上でご意見はないようですので、協議事項（１）の「社会教育事業にお

ける課題について」は以上とします。 

続いて、協議事項（２）の「その他」ですが、本日の会の全体を通して、

協議事項がありましたらお願いいたします。 

 

 特にないようですので協議を終了いたします。それでは事務局へ進行を戻

します。 

 

 教育長あいさつ 

 

 以上を持ちまして、第１回砥部町社会教育委員会を終了いたします。 

 お疲れ様でした。 

 


